
がんと診断されたあなたへ
○妊よう性に影響が生じる
　可能性のある治療はありますか？

こんなとき
どうしたらいい？

愛知医科大学病院
AYAサポートチーム

＆
がん相談支援センター

わたしの未来のために
今できること

～がん治療と妊よう性について～
　（妊娠する力）放射線治療

※骨盤・脳下垂体周囲など
照射部位（　　　　　　　　）
照射量　（　　　　　 　Ｇｙ）

造血幹細胞移植

抗がん剤治療
使用薬剤名・レジメン内容
（　　　　　　　　　）
※レジメン＝抗がん剤治療計画

ホルモン療法
※乳がんなど
使用薬剤名
（　　　　　　　　　）

Ｑ:これから行う治療は妊よう
   性に影響があるの？
A：主治医に聞いてみましょう
※「主治医に聞いてみましょう」の項目を参考
にお訊ねください。

将来子どもをもつことを考えている方

主治医に聞いてみましょう

Ｑ：妊よう性温存治療の話を専門医　
　 から詳しく聞きたい（当院）
A：婦人科（不妊症外来）の受診が
　 できます。
    （主治医からの紹介が必要です）
※当院では温存治療自体は実施していません。

Q：妊よう性温存治療を実施して
 　いる病院を受診したい（他院）
A：主治医から病院を紹介して
　 もらいましょう
※愛知県内で妊よう性温存治療を実施している
  医療機関一覧

Q：費用はどのくらいかかるの？
　 何か助成はあるの？
A：費用の目安や助成の内容に
　 ついて以下のサイトを参考に
   してください。
※「妊よう性温存療法の費用」
　「愛知県がん患者妊よう性温存助成制度」
　をご参照ください。
　あくまで目安になります。

○妊よう性に影響が生じる治療は
　いつから始まる予定ですか？
　いつまでに始めなければいけないですか？

○遅くとも（　　年　　月　　日）までに　
　温存治療が完了していることが望ましい。

※性腺毒性リスク分類
  日本癌治療学会HP
　ページ下部に表あり


